
 

 

 

 

第２４６号 ２０２５年３月 

■第２４６回例会記録 

・日 時 2025 年 2 月 25 日（水） 18：00～19：50  

・場 所 神戸市外国語大学サテライト    ・参加 23 名 

・テーマ 高校生がニュータウンを盛り上げる！ 

     生徒の主体性をはぐくみ地域に愛される学校づくり 

・発表者 安田博貴先生（兵庫県立神戸高塚高校教諭） 

      西田姫來さん 喜田ななみさん（神戸高塚高校 3 年） 

 

□本校の特色である「地域創造類型」では地域とのかかわりの中で主体性を育み、自らが地域の一員と

して活躍できるカリキュラムの充実を図っています。 

〇２年生は「ともに暮らす」がテーマです。 

１学期にコミュニケーション力を向上させる取組みとして、遠足やゲーム系研修をとおしてチームビル

ディングを図り、地域主催の祭りに共催として参加しました。 

２学期は課題解決力を向上させる取組みとして、仮想テーマパークの経営再建ゲームや自ら課題を  

設定・解決するプロジェクト学習を実施しました。 

３学期ではこれまでの活動を活 

かし、地域「西神中央」を活性化 

する取組みとして本校主催の地域 

イベント「ＫＯＢＥ ＴＡＫＡ 

ＴＳＵＫＡフェス」を西神中央前 

のパルティ広場で開催しました。 

「高校生が一から作り上げる祭り」 

をテーマに、会場の確保・企画立 

案・広報や宣伝・出演依頼・関係 

部署への届け出など、高校生が主 

体となってイベントまでの準備を 

行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西神ニュータウン研究会 会報 

 



〇３年生では「Ａ：地域に愛着を持つ」「Ｂ：コミュニケーションを高める」「Ｃ：仲間と協働する」の 

３つを柱として地域を主体的に盛り上げる活動へとつなげ、生徒の主体性をさらに伸ばしていきます。 

 

 

今年度は文化祭や、美賀多台小 

 学校のこども祭り、西区赤い羽根 

 共同募金の審査員、美賀多台小学 

 校の花火大会、IP フェアなどに 

参加して地域に貢献しました。 

12 月の卒業発表会では西神中央 

ホールにて盛大に本校の取り組み 

を堂々と発表しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇地域創造類型を受けて思ったこと（３年生） 

 ・いろんなボランティアができて、いい経験になった。 

 ・いろんな意見があることに気が付いて（高齢者、こども）コミュニケーションができた。 

・西区に、もっと多くの方が関わって、もっと発展すればいい。 

□意見交換 

・地域創造類型を受けて思ったことは。←いろんな方と交流でき、コミュニケーション力が付いた。 

大学の面接で、活動をアピールできた。 

・高塚高校の生徒と会うが、ここ 2・3年、元気になっている、と感じる。 

・このような学習を他学校でもどんどんやれば。 

←どんどん地域の活動に参加したいと思うが、授業の一環であり、時間的制約がある。（安田先生） 

・卒業発表会 映像を駆使して、素晴らしかった。  

←毎年、生徒が内容を決める。 

エンタメ風にやることを決め、タブレットを使ってよくやった。（安田先生）                                     

・先生としての思いは。 

←達成感がある。アクティブラーニングである。しかし、労力、エネルギーが大変。（安田先生）        

                                        （文責 橋本） 

 西神ニュータウン研究会     http://seishin-ntken.net 
 
 
 

http://seishin-ntken.net/

